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【抄 録】 

スポーツ庁が推進する「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」の委託を受けて 2016

年 7 月 29 日付で発足した早稲田大学オリンピック・パラリンピック教育研究センター（WASEDA ROPE：

WASEDA Research Center for Olympic & Paralympic Education；以下，「早大オリ・パラセンター」）は，

2016 年度に岩手県，広島県，熊本県の 3 地域の教育委員会等と連携して事業を実施した．2 年目とな

る 2017 年度は，2016 年度の 3 地域に，札幌市，静岡県，岐阜県を加えた 6 地域の教育委員会等と連

携して事業を実施した．2017 年度の事業は，授業場面と授業場面以外の事業に大別でき，本稿では，

特に授業場面以外の事業を中心に記述した．具体的には，セミナー及びワークショップの開催・支援と

全国フォーラムの開催の 2 点について詳細に紹介した．そして，これらの取り組みの成果として，地域セ

ミナー，地域ワークショップ及び全国フォーラムでの効果検証を通して，オリンピック・パラリンピック教育

推進地域の教員のオリンピック・パラリンピック教育の重要性に対する認識や実践のための知識などを高

めることに貢献することができた．今後は，それぞれの取り組みの中で採用された講義やグループワーク

などの方法に基づいた分析を通して，教員のオリンピック・パラリンピック教育に関する意識や理解の向

上に向けた，より効果的な方法を検討していくことが課題である． 
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